
１．適用工種

本工事は北海道開発局発注の北海道横断自動車

道の本別～釧路を結ぶ新直轄方式の自動車高速道

路です。今回は現場施工条件等による運搬路の整

備・安全管理等についての創意工夫した点を紹介

したいと思います。

２．改善提案

他工区から３５，０００ｍ３の盛土材を受入、路体・

路床盛土を行い、路盤工（凍上・下層・上層）ま

でを完成させる延長２kmの工事ですが、他工区

と隣接しているため、材料搬入路が中間付近に１

箇所しかありません。そこで他工区と協議し、起

点付近に仮設の運搬路を設置できないかを思案し

ました。

また、国道からの進入路の幅員が狭く複数ある

町道を一方通行に規制しなければ、効率的な盛土

運搬が望めません。

３．従来工法の問題点

工事区間中程にある搬入路は、用地の関係で

７％以上の急勾配斜路になっており、起点側は他

工区の改良工事が既に施工中のため、車両等の出

入りはできませんでした。

また、現場内を長い距離走行するのは、雨が降

ると土質の関係で何日間か運搬を中止しなければ

ならない恐れがあります。

以上のことから次の３点について改善を検討し

ました。

� 急勾配の斜路はこれから冬に向けて、路面の

凍結、滑り止めの対策が必要である。

� 現場内での運搬距離と時間を短縮させるため

に、起点付近に進入路を作る事はできないか。

� 町道は幅員が４ｍしかないためダンプ走行時

は一方通行でしか通ることができない。このた

め走行経路を決め、運転者へ周知徹底を行う必

要があった。

４．工夫・改善点

� 急勾配の進入路には敷き鉄板に四角い鋼材を

溶接した凹凸の鉄板を整備し使用しました。時

期的に１０月から２月まで設置し雪が積もった時

や、路面凍結にも十分対応ができ効果は絶大で

あった。また凹凸であるためタイヤの泥落とし

の効果もあり、維持メンテナンスは泥の付着が

ひどいときに、２～３回ほど泥除去作業を行っ

た程度であった。（写真―１）

� 現場内での運搬距離・時間を短縮するため工

事起点側に仮設進入路を設置し、現場内でのロ

スを極力少なくすることができました。既設の

立入り防止柵を４スパンほど一時撤去し、起点
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工区施工完了後に元通りに復旧しました。（写

真―２）

写真―１ 斜路の凹凸敷き鉄板

写真―２ 起点側の仮設進入路

図―１ 運搬経路図

� 走行経路については図―１のような運搬経路

図を各業者（資材搬入、土砂・路盤・合材運搬

車）に配布し、搬入時の出入り口を指示して、

各運転手に周知徹底を行いました。

また、各町道とも一方通行のため交通誘導員に

当日の搬入予定資材、ダンプ台数等を指示書に書

きトラブルが無いように努めました。

５．効果

朝礼時に口頭で説明するだけではなく、経路図

を書いた指示書を各自に渡す事により、運転手お

よび作業員の末端まで作業内容と安全が周知徹底

されたはずです。

その結果、運転手の方から待避所を設置しては

どうかとの意見や、道路清掃の作業員からは泥落

としスパッツの設置要望等が出てきて直ぐに対応

するなど、関係者全員が積極的に取組んでくれま

した。

写真―３ 泥落としスパッツ設置

６．採用時の留意点

当現場は冬期施工となり１１月１２月の繁忙期には

重機・車両等が数箇所で点在する中での作業にな

り、現場全体の安全管理を最重点的に管理しまし

た。一人一人が安全の意識を高く持ち現場内のコ

ミュニケーションを大切に考え、安全管理に参加

しなければなりません。

これからも現場での創意工夫を多く実践し、工

程・安全で最善を尽くしていけたら良いと思いま

す。今後も各先輩方や他社の施工管理を参考にし

て、より良いものを造り・より良い施工管理をし

ていきたいと思っています。
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